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Ⅰ 研究目的  

  高等学校理科「科学と人間生活」の学習指導においては，物理・化学・生物・地学の四つの領域を 

扱っており，生徒が身近な事物・現象に関する観察，実験を行い，科学に対する興味・関心を高める 

ことをできるようにすることが大切である。 

しかし，教科書準拠の指導書などでも基礎知識や基本技能までは触れていないものが多く，他の領 

域の授業経験が少ない理科教員は，実験，観察についての知識や技能の習得に困難を感じている。特

に，指導する上での安全面への不安や意図した実験結果が得られない事への不安から観察，実験を行

わずに講義形式の授業で済ませてしまう実態がある。 

このような状況を改善するために，観察，実験の準備の方法，材料を取り扱う際の留意点，生徒の 

興味・関心の喚起につながる指導のポイント等を示すなど，理科教員への支援が必要となる。 

そこで，本研究は，「科学と人間生活」について授業で活用できるサポート資料を作成し，岩手県 

内の高等学校に配付することにより，観察，実験を中心とする授業が積極的に行われ，生徒が理科を

学習する楽しさを実感することに役立てようとするものである。 

 

Ⅱ 研究の方向性 

  教科書に掲載されている「科学と人間生活」の観察，実験を精査し，教科書を補足するサポート資

料の作成を行う。 

 

Ⅲ 研究の内容と方法 

 １ 内容と方法 

(1) 高等学校理科「科学と人間生活」におけるサポート資料の作成に関する基本構想の立案 

    （文献法） 

(2) 観察，実験に関する実態調査の分析（文献法） 

  (3) サポート資料の作成（教材開発） 

  (4) 授業実践 

  (5) 授業実践に関する分析と考察 

  (6) 高等学校理科「科学と人間生活」におけるサポート資料の作成のまとめ 

２ 授業実践の対象 

岩手県立平舘高等学校   普通科  第 1学年 （男 34名，女 32名，計 66名）  

普通科  第 3学年 （男 23名，女 22名，計 45名） 

３ 高等学校理科「科学と人間生活」におけるサポート資料の作成の基本構想 

   「科学と人間生活」の科目の目標と特徴を理解し，観察，実験の指導を支援し，生徒の科学への

興味関心を高める授業作りに役立てるためのサポート資料の作成を目指す。本研究における観察，

実験サポート資料の作成の基本構想は，次頁【図 1】に示す。 

(1) 高等学校理科「科学と人間生活」の目標と特徴 

     高等学校学習指導要領理科「科学と人間生活」の目標では，「身近な事物・現象に関する観察，

実験などを通して理解させ，科学的な見方や考え方を養うとともに，科学に対する興味・関心を

高める」とあり，授業における観察，実験の大切さが記されている。 

    また，「科学と人間生活」の性格として，高等学校学習指導要領理科解説では，「日常生活や社 
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＜生徒の実態＞ 

・理科に対する興味・関心の不足 

・理科に対する探究心の不足 

・受動的な学習 

 

＜教員の実態＞ 

・基本知識，基本技能の習得が困難 

・専門以外の観察，実験への不安感 

 

 

観察，実験を行うことが「好き」 講義中心の授業 

目的意識を持った 

観察，実験を中心とする授業作りへの支援 

高等学校理科「科学と人間生活」におけるサポート資料の作成 

材料の入手方法や準備， 

手順等 

失敗例や別法等 

興味・関心を喚起させる

指導ポイント 

教材研究や準備時間の短

縮 

失敗の減少 

生徒の興味関心を引き出

す授業 

身近な事物，現象に関す

る観察，実験の増加 

実験結果の明瞭化 

考察の焦点化 

科学の有用性を実感 

生徒の科学に対する興味・関心が高まる 

サポート資料を使った授業実践 

＜生徒＞ ＜教員＞ ＜サポート資料記載事項＞ 

【図１】基本構想図 
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会とかかわりの深い自然の事物・現象や科学技術について，できるだけ幅広い領域の学習を可能

にするため，『光や熱の科学』『物質の科学』『生命の科学』『宇宙や地球の科学』の四つの中項目

を設けている」とあり，「科学と人間生活」は，物理，化学，生物，地学の４領域を学ぶ科目であ

る。 

(2)  高校理科の実態と問題点 

    科学技術振興機構理科教育支援センターと国立教育政策研究所が行った全国的な共同調査

(2008)によると，理科の授業で観察や実験を「週 1回以上」行っているかという問いに対し，小

学校が 63.3％，中学校が 64.0％だったのに対して，高校は 2.9％にすぎないという結果であっ

た。子どもたちは，観察や実験を通して理科の面白さに気づいていくものだが，理科の授業を「生

徒の 60％以上が好きだと感じている」と回答した教員は，小学校が 63.3％，中学校が 47.5％だ

ったのに対して，高校では 8.7％という報告がある(Benesse，2009)。また，OECD 生徒の学習到達

度調査（PISA2006）を受け，文部科学省では，「科学への興味・関心や科学の楽しさを感じている

生徒の割合が低く，観察・実験などを重視した理科の授業を受けていると認識している生徒の割

合が低い。」との結果概要を公表している。愛知県総合教育センター（2010）の高校生に対する理

科についてのアンケートによると，「理科において，実験，観察は好きですか」という問いに 82.1％

が好きであると回答している。一方，「理科において，観察・実験のまとめで，結果や考察をきち

んと書くことは得意な方ですか。」という問いには，得意であると回答した生徒は 37.3％に過ぎ

ないという報告がある。また，「野外観察や，工作，料理など，実際に体験したり，経験すること

は好きですか。」という問いに対し，87.2％が好きであると回答している。以上の報告から生徒

は，観察，実験等体を動かす作業や体験が好きである一方，科学的な興味・関心や科学の楽しさ

を感じることができる機会が少ないと考えられる。以上のことから，理科への興味・関心を喚起

し，科学に関する疑問を解決しようとする目的意識を持った，観察，実験を中心とする授業の必

要性がみてとれる。 

    理科教員が観察，実験を行う上で具体的支障となっているのは，何が挙げられるだろうか。科

学技術振興機構理科教育支援センターと教育政策研究所が行った全国的な共同調査(2010)によ

ると，授業を充実させるために必要な事柄という問いに対し，必要と感じている項目を回答の多

い順に挙げると，「教材研究の時間の確保」「準備や後片付けの時間の確保」「教材や指導法に関す

る情報」「設備備品や消耗品の充実」「理科実習などのスタッフ」という結果だった。岩手県内の

理科教員に対する実態調査によると，生物を専門外とする理科教員に「生物基礎」を担当してい

るまたは担当する場合，不安を感じることは何ですかという問いに対し，約 80％の教員が「観察，

実験に不安を感じる」と回答している。また，「生物基礎」の観察，実験を指導する場合，指導書

や各種観察，実験書などの内容に加えて，更に必要と感じるものという問いに対し，回答数の多

い順から「観察，実験の教材の入手方法」，「観察，実験の準備など段取りの解説」，「観察，実験

の失敗例や別法」という結果だった(千田，2012)。 

    教科書準拠の指導書や市販の実験書では，基本技能や基本知識に触れていないものが多く，自

らの専門領域以外の授業経験が少ない理科教員は，実験，観察についての知識や技能の習得に困

難を感じている。特に，若い世代の教員は，高等学校の理科が選択科目になり，高校で履修して

いない科目の内容を生徒に教えなければならない状況が報告されている(佐々木，2008)。 

(3)  高等学校理科「科学と人間生活」におけるサポート資料作成のねらいと内容 

      本研究で作成するサポート資料は，理科教員が授業で観察，実験を行う際，不安感を取り除き， 
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効率よく実験や観察を行うことに役立てようとするものである。特に，材料の入手から準備まで 

の手順，失敗例・別法，興味・関心を喚起させる指導ポイント等を盛り込み，観察，実験を行う 

前に使用するものとして作成する。理科の授業において観察，実験の回数が増え，生徒の科学に 

対する興味・関心が高まり，科学の有用性を実感することを目的とする。 

(4) サポート資料の有用性と改善点を明らかにするための授業実践 

作成したサポート資料を活用した授業実践を行う。授業実践の対象は，岩手県立平舘高等学校

普通科第 1 学年（男 34 名，女 32 名，計 66 名）普通科第 3 学年（男 23 名，女 22 名，計 45 名）

とする。 

     授業実践終了後，生徒に対して行うアンケートや感想の分析を行うことにより，観察，実験の

ねらいについて達成度を測り，興味・関心を示すようになったか検証する。また，サポート資料

の改善点を明らかにし改良する。 

 

Ⅳ 高等学校「科学と人間生活」における観察，実験サポート資料の構成と内容 

  研究目的と，基本構想を踏まえ，観察，実験サポート資料の作成に当たっての観点は，「教材研究や 

準備時間の短縮につながる観察，実験の準備の方法，材料を取り扱う際の留意点」「失敗を少なくし， 

実験結果を明瞭にするための実験手順，失敗例，別法の記載」「生徒の興味・関心の喚起につながる 

指導のポイント」とし，以下のように項目を設定した。観察，実験を題材ごとにまとめたページの例 

として「火山の噴火」についてのサポート資料を【図２】【図３】に示す。また，サポート資料で扱 

う観察，実験の内容は，「科学と人間生活」文部科学省検定済教科書から抜粋した。 

１ サポート資料の内容，項目 

  (1) 観察・実験の一覧 

  (2) サポート資料の見方 

  (3) 観察，実験を題材ごとにまとめたページ 

    ・タイトル，実験時期，内容，まとめ，既習事項 

    ・解説（指導のポイント），留意点，安全面 

    ・教材の入手方法，準備，手順，後片付け 

    ・実験器具の取り扱い 

    ・失敗例，別法 等 

  (4) 巻末資料 

    ・観察，実験の注意事項 

    ・試薬の調整法  

・その他観察，実験に関わる情報 等 

     （ガスバーナー，顕微鏡，天体望遠鏡の使い方等，各実験に共通したものについてまとめる） 

２ サポート資料で扱う観察，実験の内容 

   以下の「科学と人間生活」文部科学省検定済教科書から抜粋 

   「科学と人間生活」，数研出版（平成 23 年３月 25日 検定済） 

   「科学と人間生活」，実教出版（平成 23 年３月 25日 検定済） 

   「科学と人間生活」，東京書籍（平成 24 年３月 10日 検定済） 

   「科学と人間生活」，啓林館（平成 23年３月 25日 検定済） 

   「科学と人間生活」，第一学習社（平成 23年３月 25 日 検定済） 
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【図２】火山の噴火サポート資料 

P１ P２ 



- 6 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図３】火山の噴火サポート資料 
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【図４】火山の噴火サポート資料 

Ⅴ 授業実践結果の分析と考察 

１ 作成したサポート資料の有用性と改善点を明らかにするための授業実践及びその考察 

   (1) 授業実践の概況 

     サポート資料の有用性を考察するため，以下の内容で授業実践を行った。 

   ア 授業実践の対象，学習内容 

    (ｱ) 授業実践の対象 

岩手県立平舘高等学校 普通科 ３年Ａ組 16 名 （地学基礎選択） 

            普通科 １年Ａ組 33 名 （化学基礎） 

            普通科 １年Ｂ組 33 名 （化学基礎） 

    (ｲ) 学習内容 

         ９月 17 日 ３年Ａ組 ２校時 （地学領域）観察，実験「火山の噴火」 

         ９月 18 日 ３年Ａ組 ３校時 （地学領域）観察，実験「ハザードマップの調査」 

         ９月 26 日 １年Ｂ組 ４校時 （化学領域） 

観察，実験「プラスチックの燃焼・炎色反応」 

               １年Ａ組  ５校時 （化学領域） 

観察，実験「プラスチックの燃焼・炎色反応」 

         ９月 29 日 １年Ａ組  １校時 （化学領域） 

観察，実験「プラスチックの密度の測定・分類」 

               １年Ｂ組  ３校時 （化学領域） 

観察，実験「プラスチックの密度の測定・分類」 
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イ 授業実践の内容 （地学領域） 

(ｱ) 実験，観察「火山の噴火」について 

      マグマの粘性の違いによって，噴火の様式やエネルギーの 

大きさに違いがあること，火山の形が変わることを体感させ 

る実験である。歯科用印象材に加える水の量を増やしたり少 

なくしたりすることで，歯科用印象材の粘性を変化させるこ 

とができる。マグマの粘性の違いによる噴火の様式や火山の 

形の変化について，授業で学習済みである。 

 

  

 

【写真２】火山の噴火 授業実践の様子 

 

(ｲ) 観察，実験「ハザードマップの調査」について 

       地域のハザードマップ（岩手山火山防災マップ）を調査し，災害時の対応についてグルー 

プで話し合う。また，地域の自然災害について調査し，災害の連鎖性・複合性についても確 

認することにより，災害に備える力を育てることを目的とした観察，実験である。災害の種 

類や雲仙普賢岳の災害の様子について，授業で学習済みである 

  【写真３】ハザードマップ調査 授業実践の様子 

ウ 授業実践の内容 （化学領域） 

(ｱ) 観察，実験「プラスチックの燃焼・炎色反応」について 

プラスチックには様々な種類があること，種類による用途と再利用（分別とリサイクル）

【写真１】歯科用印象材 
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について理解させることを目的とした観察，実験である。プラスチックの種類について授業

を行った後，実験，観察を行った。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

【写真４】プラスチックの燃焼・炎色反応 授業実践の様子 

 

(ｲ) 観察，実験「プラスチックの密度の測定・分類」について 

       プラスチックの密度の測定を行う実験である。生徒達は，燃焼・炎色反応の様子や密度の

測定の結果から，データを基に五つのプラスチック試料の種類を推測し，分類した。その後，

リサイクル法・リサイクルの種類・廃プラスチックの処分方法について講義を行った。サポ

ート資料では，「プラスチックの燃焼・炎色反応」と「プラスチックの密度の測定」は，１時

間で行う実験になっている。今回は，プラスチックの種類やリサイクルについての講義を交

えながら行ったため，実験を２時間に分けて実施した。 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     【写真５】プラスチックの分類 授業実践の様子 

(2) 授業実践アンケート調査結果の分析と考察 

   サポート資料を使った授業実践により，「生徒の興味・関心の喚起につながる観察，実験を行う

ことができたか。」という点について，アンケート調査結果と観察，実験中，授業後の生徒の感

想から分析を行う。また，生徒や教員のコメントから改善点を明らかにし，サポート資料の改良

を行う。 

ア 地学領域に関する生徒へのアンケート調査結果の分析と考察 

  地学領域，「火山の噴火」では，「マグマの粘性の違いによって，火山の噴火の様式や形成に

違いがあることについて理解する。」ことを目的とし，「ハザードマップの調査」では，「災害に

備える意識をもたせる」ことを目的とした観察，実験である。授業実践をとおして，サポート
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資料の有用性をみるために，「火山や火山災害について，理解が深まったか。」「災害に備える意

識を持ったか。」についてアンケート調査し，分析・考察を行った。 

【図５】生徒に対するアンケート結果（授業前） 

     授業前のアンケート調査結果から，「火山や火山災害について，興味関心がある」について肯

定的な回答をした生徒は，約半数であった。また，「火山災害に備える意識」に対応する質問と

して，「岩手山火山防災マップを知っていますか」という問いに対しては，80%の生徒がほとん

ど知らないと答え，「防災の意識はありますか」という問いに対しても，半数以上の生徒がほと

んど意識していないと回答している。 

生徒は，マグマの粘性の違いによる噴火の様式や火山の形の変化について，講義形式の授業

で学習済みである。また，災害の種類や雲仙普賢岳の災害の様子について，視聴覚教材を用い

た授業で学習済みである。 

【図６】生徒に対するアンケート結果（授業後） 
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     授業後のアンケート結果からは，「火山について，興味を持ちましたか。」について，80%以上

の生徒が肯定的な回答だった。「火山について理解が深まりましたか」「災害について理解が深

まりましたか」については，全ての生徒が肯定的な回答であった。アンケートの自由記述や実

験中のコメントからは，「実験をやったことで，粘性によっての違いがむりやり覚えるのでは無

くするっと入ったので，楽しかった。」「できれば，テスト前にやってほしかったです。」「水が

少ないと（絞り出す）力がたくさん必要だ。」という理解が深まったとされる感想や，「早く，

（印象材が）固まってしまい，うまく山が作れなくて悔しかった。もう一度やりたい。」という

目的意識を持って実験，観察に取り組みたいという気持ちが窺える感想があった。 

「災害に備えようと思いましたか」という問いに対しても，全ての生徒が肯定的な回答であ

った。自由記述やコメントでも「自分たちの災害に対する意識が足りないことが分かった。こ

れを機に，しっかりと対策をしていきたい。」「中規模の噴火で，１Km 以内のところまで来るの

で，これから災害に備えて準備をしておこうと思う。」という災害に備えたいという感想や「マ

ップだけにたよらず，自ら情報を集めて災害に備えたい。」等，自分で調べたいという気持ちが

窺える感想があった。 

このことから，地学領域について，講義形式の授業や視聴覚教材と合わせて，サポート資料

を活用した観察，実験を行うことで，生徒の理解を深め，興味関心を喚起する授業が行うこと

ができたと考える。 

   イ 化学領域に関する生徒へのアンケート調査結果の分析と考察 

化学領域，「プラスチックの燃焼・炎色反応・密度の測定」では，「プラスチックには様々

な種類がある」「プラスチックゴミの分別，資源の再利用について意識を持たせる」ことを目

的とした観察，実験である。 

  授業実践をとおして，サポート資料の有用性をみるために，「プラスチックについて，理解

が深まったか。」「ゴミの分別に協力したいか。」についてアンケート調査し，分析・考察を行

た。 

 

 

 

 

【図７】生徒に対するアンケート結果（授業前） 

     授業前のアンケート結果から，「身近なプラスチックについて，興味関心がある」について肯

定的な回答をした生徒は，20%にとどまった。生徒は，中学校１年生で学習した後，今回の授業

までプラスチックについて学習していない。何がプラスチックでできているのか，よく理解し

ていない生徒もいた。「ゴミの分別や捨て方に協力しているか」という問いに対しては，65%以

上の生徒が協力していると答えており，ゴミのリサイクル活動に対する意識が強い生徒という

ことが分かった。 
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【図８】生徒に対するアンケート結果（授業後） 

授業後のアンケート結果から，「プラスチックやリサイクル，ゴミの分別に興味を持ちました

か。」について，授業前には，興味関心があると回答した生徒が 20%にとどまっていたが，実験

後には，60%以上の生徒から肯定的な回答を得ることができた。「プラスチックについての理解

が深まりましたか」について，約 80%の生徒が肯定的な回答であった。アンケートの自由記述

や実験中のコメントからは，「プラスチックには，色々な種類があるのだと改めて知ることがで

きた。」「実験をすることによって，理解などがしやすかった。」「プラスチックの種類が違うと

性質も違うことがわかった。」という理解が深まったとされる感想や，「プラスチックに興味を

持ちました。」という感想があった。 

「分別に協力しようと思いましたか」という問いに対しても，80%以上の生徒が肯定的な回答

であった。自由記述やコメントでも「プラスチックの種類や性質を知ることができたので，ゴ

ミの分別にも協力していきたいと思いました。」「プラスチックでも，燃える物と燃えない物が

あることがわかった。分別がけっこう大事だということがわかった。」という，プラスチックの

性質を理解しつつ，分別やリサイクルに協力していきたいという感想があった。 

このことから，化学領域について，サポート資料を活用した観察，実験を行うことで，生徒

の理解を深め，興味関心を喚起する授業が行うことができたと考えられる。 

ウ 教員のコメントの分析と改善点 

     サポート資料を活用した観察，実験を参観した先生方からのコメントをまとめ，サポート資

料の有用性について，分析・考察を行った。 

     先生方からは，「生徒たちは，いつもと違い，楽しそうに活き活きと実験へ取り組んでいた。」

「日頃の活動は，大きな失敗も無く器用にそつなくこなしている生徒が，実験を失敗して，『も

う一度やりたい』と自分から言い，悔しがっていたのが印象的だった。」「火山災害だけでは無

く，土砂災害等身近に起こり得る災害について触れたところが良かった。災害が起こったら，

写真を撮って残しておきたい。」というコメントをいただいた。サポート資料の有用性を認める

までには至らないが，目的にあるように，生徒が理科を学習する楽しさを実感する授業を行う

ことができたと考えられる。 

一方で，課題につながるものとして，「印象材が早く固まることをもっと強調して話すべき。」
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「印象材を重ねる必要があるのか。粘性の違いによる山の形を理解させるには，印象材を重ね

ず，一つ一つ山を作っても良いのでは。」「水の量を変えて粘性を変化させるのでは無く，同じ

水の量で印象材を溶いておき，時間の経過によって，粘性を変化させる方法はどうか。この方

法であれば，マグマの滞留時間と粘性の関係についても触れられるのでは無いか。」「ハザード

マップの調査，地域の災害と地形の関係について，生徒達に考えさせる時間がとれると良かっ

た。」という意見をいただいた。これらの意見を踏まえ，サポート資料の改善の方向性を以下に

まとめた。 

   ・記述内容を更に吟味し，改善する。特に，教科書に掲載されていない材料を使う場合には，

使う際の注意点を明確に記述すること。また，その材料を使う利点を掲載すること。教科書

に掲載されている実験も別法として，記載する。 

   ・失敗例と改善方法を分かりやすく掲載する。 

   ・観察，実験の実施時間の見直しを行う。 

 

Ⅵ 研究のまとめと今後の課題 

  本研究は，高等学校理科「科学と人間生活」における観察，実験の指導に役立てるため，サポート

資料を作成したものである。以下に本研究の成果と課題をまとめる。 

 １ 研究の成果  

  (1)  「科学と人間生活」の目標に基づき，先行研究から，観察，実験の指導に必要な情報を明確に

た。そして，教科書や先行研究，文献等を基に，サポートの必要な観察，実験を抽出し，サポー

ト資料を作成することができた。 

   (2)  生徒が目的意識を持って観察，実験に取り組めるよう，生徒の興味関心を喚起させる指導ポイ

ントの掲載や実験材料の工夫，地域の特性を活かした観察，実験を取り入れたサポート資料を作

成することができた。 

 ２ 今後の課題 

  (1) 今回は，授業実践による検証にとどまったため，今後，実践報告の収集などを行い，サポート

資料の内容の科学的妥当性，学校現場での使いやすさについて検証を行う必要性がある。 

  (2) 本研究では，主に教科書に採用されている観察，実験を掲載した。今後，更にサポート資料の

改良などをとおして，より実施しやすい新たな教材または観察，実験を開発し，掲載する必要が

ある。 

 

＜おわりに＞ 

長期研修の機会を与えていただいた関係諸機関の各位並びに所属校の諸先生方と生徒のみなさんに

心から感謝を申し上げ，結びのことばといたします。 
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